
「登録水先人養成施設の必要履修科目の教育時間等の教育の内容の基

準等を定める告示」の一部改正について

平成２１年９月

海 事 局 海 技 課

１．背景

水先人の養成に関しては 「登録水先人養成施設及び登録水先人免許更新講習に、

関する省令 （平成１８年国土交通省令第９２号）第７条第１号に基づく告示に基」

づき、その課程において、水先人に必要な知識技能の習得を目的として、座学、操

、 （ 「 」船シミュレータでの訓練 商船やタグボートでの乗船訓練 以下 商船等乗船訓練

という ）及び各水先区の現場における水先実務訓練を実施しています。。

このうち、平成２０年１０月より開始された３級水先人養成課程においては、制

度設計時にはその受講者のほとんどが商船の実務経験の無い者であるという想定の

、 ． 、下 受講者全員に対して一律に４ ５ヶ月間の商船等乗船訓練が課されていますが

商船の乗船経験を有する受講者が全体の３割に上っており、今後もこのような傾向

が続くものと考えられます。

そこで、各々の受講者の乗船経験に応じた合理的な養成課程とするため、商船等

乗船訓練の目的及び内容を勘案し、教育上問題ないと考えられる範囲内で当該訓練

の期間を短縮することができるように、所要の改正を検討しています。

２．改正の内容

各々の受講者の経験に応じて、水先人として必要な技能の習得に差し支えない範

囲内で、商船等乗船訓練の期間を短縮することができるようにします。

３．今後のスケジュール（予定）

公 布：平成２１年１０月下旬

施 行：平成２１年１１月１日


